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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】「りんか 409」および「有彩 014」は，夏越しの作型において強勢台木「アーノル

ド」を使用すると，自根より可販果重がそれぞれ約 10％，25％増加するため増収になる。

一方，「桃太郎ホープ」では，可販果重の増加はみられないが，可販果数が増加する。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 東京フューチャーアグリシステムを開発し，抑制長期栽培において大玉トマト（「りんか

409」）での多収栽培を達成した。本試験では，異常高温のために栽培が困難になっている夏

越しの作型において収量性に及ぼす強勢台木の影響を明らかにする。 

【方 法】 

 大玉品種「りんか 409，有彩 014，桃太郎ホープ」を 2020年２月 20日に試験ハウス（240

㎡）内の東京エコポニック®に定植し，２条に振り分け誘引した株間を約 34cm（3420株/10

ａ）とした。収穫は，同年５月１日から開始し，11月 20日まで実施した。試験区は，自根

区に対し，強勢台木「アーノルド」の接ぎ木区を設け，１区４株の２反復とした。ハウス内

の気温，湿度および二酸化炭素濃度などの条件は環境コントローラ DM-ONE（㈱ダブルエム

社製）で制御した。肥料は OATハウス１号および２号とし，原液を 100倍希釈（１％）し，

生育ステージに応じて定量を施用（量的管理）した。 

【成果の概要】 

１．可販果の果数および収量，１果重などに接ぎ木の影響がみられたが，品種によって傾向

が異なった（表１）。特に，いずれの品種でも可販果収量は，接ぎ木によって有意に増加

したが，「りんか 409」や「有彩 014」は，可販果数の増加よりも，可販果重の増加が大き

いと考えられた。一方，「桃太郎ホープ」では，接ぎ木によって可販果重は自根と変わら

ないが，可販果数が有意に増加した。 

２．接ぎ木の影響について，可販果重の旬別推移で比較すると,「りんか 409」は８月中旬

頃から接ぎ木区の果販果重が増加したのに対し，「有彩 014」は生育初期から接ぎ木区が

自根区を上回っていた（図１）。「桃太郎ホープ」における接ぎ木の可販果重に対する影響

は，こうした推移からも認められなかった。 

３．可販果数については，「りんか 049」および「有彩 014」で接ぎ木の影響が認められなか

ったのに対し，「桃太郎ホープ」では，接ぎ木によって可販果数が増加する傾向が，６月

以降頻繁に認められた（図２）。 

【残された課題・成果の活用・留意点】 

１．「有彩 014，桃太郎ホープ」は，TYLCVイスラエル・マイルド系両系統に対する耐病性品

種である。 

２．本試験での養液管理は，「りんか 409」で設定した量や時間などを基準とした。 
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図2 トマト半促成長期どり栽培の旬別可販果数の推移に及ぼす台木の影響

図1 トマト半促成長期どり栽培の可販果重の推移に及ぼす台木の影響
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表１　トマト半促成長期どり栽培の収量性に及ぼす品種および台木の影響

総収量 可販果重 可販果率 収獲 糖度

可販果 下物 可販果 下物 （t/10a） （g/個） （％） 果房数 （Brix％）

自根 39 21 16.2 8.4 24.6 122 65 20 5.4

接ぎ木 41 20 18.3 9.1 27.3 133 67 22 5.3

自根 44 12 19.0 4.0 23.0 126 78 20 4.9

接ぎ木 47 9 25.6 4.4 30.0 159 84 22 4.6

自根 33 11 17.4 4.8 22.2 154 75 20 4.9

接ぎ木 45 14 23.1 6.9 30.0 151 76 22 4.9

品種 ** n.s. * ** ** ** * n.s. ** 

接ぎ木 ** n.s. ** * * ** n.s. ** ** 

交互作用 * n.s. n.s. n.s. n.s. ** n.s. n.s. ** 

注）2020年２月20日定植、同年５月１日～11月20日まで収穫調査した。要因効果の＊および＊＊は分散分析によりそれぞれ５％および
１％水準で有意差があり，n.s.は有意差がないことを示す。可販果率の検定にはロジット変換した値をした。

要因効果

処理品種
果数（個/株） 収量（t/10a）

りんか409

有彩014

桃太郎
ホープ
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